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【学位論文審査の要旨】 
作業療法では基本的にクライアントの興味や関心のある作業を治療に用いる．その際の
評価として興味チェックリストが良く使用されるが，本研究は興味チェックリストを使用
しても作業を提供することが困難なケースがあり，臨床実践で楽しさを詳細に評価できる
ツールの必要性が求められることから開始されたものである．本研究の目的は高齢者版・
余暇活動の楽しさ評価法を作成し，その信頼性と妥当性を検討するものである． 
予備的研究で高齢者の余暇活動の楽しさ定義を５つ作成し，副論文１ではその５つの楽
しさ定義の妥当性を検討し，作業療法士 184 名を対象とした調査から Nominal Group 
Technique（NGT）により高齢者の余暇活動の「楽しさ」とは余暇活動実施中に気分が良く
なることという定義を採用した． 
副論文２では高齢者版・余暇活動の楽しさ評価法（以下，楽しさ評価）の評価項目を作
成する目的で，143名の高齢者に最も興味のある余暇活動とその理由を聴取し，楽しさに関
する 185の文を抽出し内容分析にて 30の評価項目を作成した．それらは余暇前・実施中・
余暇活動後・思考・身体動作・達成感・人との関わり・くつろぎの楽しさ等にかかわる項
目であった． 
副論文３では，楽しさ評価の表面的および内容的妥当性を検討する目的で，9名の作業療
法士に参加を求めて NGTを実施した．4項目を 2項目に統合し，また 2項目を追加し，9項
目の文言の修正等を行った後，最終的に 29項目で合意基準を満たした． 
主論文では楽しさ評価法の信頼性と妥当性を検討する目的で，まず，286名の高齢障害者
に楽しさ評価を実施し，I-T相関分析，G-P分析，探索的因子分析を行い，最終的に第Ⅰ因
子（5項目）：過去・現在・未来に思いを広げる楽しさ，第Ⅱ因子（3項目）：人との関わり
の楽しさ，第Ⅲ因子（4 項目）：達成感による楽しさ，第Ⅳ因子（3 項目）：考える楽しさ，
第Ⅴ因子（3項目）：心身が肯定的に変化する楽しさという５つの構成概念（18項目）を抽
出した．Cronbachのα係数は全体で 0.81であった．次に，再検査信頼性と基準関連妥当性
の検討を目的に 102 名の高齢障害者を対象として楽しさ評価を実施した．二週間間隔で実
施した再検査信頼性では各因子 r=0.72～0.88 であり，Flow Experience Checklist との間
には全体で r=0.56の相関係数を示し，一定の再検査信頼性と基準関連妥当性が確認された． 
 
 本論文は研究目的が明確であり，先行研究が十分検討されており，一貫した論旨にそっ
て論理的に構成されている．結果の解釈も真摯に行われ，結論も明解である．研究内容は
上述の通りであるが，本研究の成果は，疾患や障害が重度で，作業療法の介入に難渋する
事例の参加意欲を高める最適な個別活動を検討することによって，介入の糸口となる可能
性があるとともに，疾患や障害の重症度にかかわらず使用可能な評価・支援ツールとして
有用である可能性があることから意義深く，研究のオリジナリティも高いと認められる．  
 
最終試験においては，本評価法の実践的な活用方法や研究の限界などの質問に対し，自
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分の意見を整理して柔軟かつ明確な対応で適切に答えられていた．また，関連分野に関す
る十分かつ幅広い知識，研究者としての熱意，今後の展望を有していることも確認され，
さらなる研究に対する意欲も認められ，総合的に，本研究領域の知見について深く理解し
ていると考えられた． 
 
以上のことから，本研究の趣旨および内容，そして質疑応答を総合的に判断し，本研究
が博士論文に値すること，著者が博士の学位（作業療法学）に相当することを認める． 
